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特定非営利活動法人（NPO法人）

カシオペア医療介護支援センターの活動の
展開について

事務局 二戸市福岡字八幡下11番地１
0195-26-9335 FAX 0195-26-933６

e-mail himehotaru.npo@gmail.com
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特定非営利活動法人(ＮＰＯ法人) カシオペア医療介護支援センター設立
「ひめほたるネット」の活動から発展して、カシオペア医療介護支援センターが設立され、
その活動を継承しながら、次への活動に繋げています。

令和４年２月 「非営利特定活動法人カシオペア医療介護支援センター」設立
理事長に岩手県立二戸病院副院長 高橋 浩氏選出
サイボウズ（株）「kintone」の情報共有ツールを使用して地域内医療・介護連携強化を

図るものとする。
内閣府設立認証 令和４年２月１６日
法務局登記 ２月２２日

令和５年６月 NPO法人カシオペア医療介護支援センターのホームページ開設

https://casiopea-net.or.jp/

特定非営利活動法人カシオペア医療介護支援センターの目的
当法人は、カシオペア地域の住民が安心できる生活を実現するために、地域包括ケアシ

ステムによる在宅医療介護連携推進に取り組むとともに、ＩＣＴ(情報通信技術)システム
「カシオペアＮＥＴ(カシオペア地域包括ケア・ネットワークシステム)」を活用した医療、
介護、福祉の連携を図る活動を包括的に行うことを目的としています。

令和８年度 役 員
理 事 長：高橋 浩
副理事長：菅原 光宏、中田 勇司
理 事：森川 伸彦、金澤 悟、駒木 彬了、菊池 英理子、田中舘 淳一
監 事：川村 英一、泉山 武將

令和８年度 事務局
常勤職員：漆田 薫、高倉 希穂
嘱託職員：田中舘 淳一（兼 理事）、菊池 英理子（兼 理事）、阿部 誠
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ホームページのトップページ
2026.7 現在
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ＮＰＯ法人カシオペア医療介護支援センター設立の経緯

平成２２年（2010年）４月、カシオペア連邦二戸地区（二戸市、一戸町、軽
米町、九戸村）における地域住民 の健康維持に資するため医療機関と介護施設
等の連携を強化することを目的に、岩手県立二戸病院を中心に「カシオペア医療
福祉連携研究会」（ひめほたるネット）を立ち上げ、シー ムレスな医療・介護
サービスの提供を目指して活動してきました。

特に地域内の医療機関及び介護施設等の間において紹介を行う場合の患者・利
用者の病態を、地域内で統一した様式で紹介し情報共有を行うことで業務を簡便
化、さらに職種別の活動では栄養管理において食形態の平準化を行い地域内での
転院・入所する患者・利用者の方々の食サービスの向上を図りました。

こうした取組みを継承し、より医療従事者及び介護従事者の業務を簡便化する
ため、ＩＣＴ(情報通信技術)を利用して情報共有を行うことを目的に非営利特定活
動法人（NPO法人） カシオペア医療介護支援センターを、令和４年（2022年）
２月に設立いたしま した。

「ひめほたるネット」が積み上げてきた医療機関と介護施設等との垣根のない
連携 がより発展するよう「カシオペアＮＥＴ(カシオペア地域包括ケア・ネット
ワークシステム)」を活用し推進していきます。



当NPO法人は、カシオペア地域の住民が安心できる生活を実現するために、地域包括
ケアシステムによる在宅医療介護連携推進に取り組むとともに、ＩＣＴシステムを活用
した医療、介護、福祉の連携を図る活動を包括的に行うことを目的に設立しました。

当NPO法人の目的に賛同して入会した福祉、医療、介護、行政団体及び事業所につい
ては、 年会費 3,000 円の正会員となりますが、 県（県立病院を除く）、広域行政事務組
合、市町村（地域包括支援センターを含む） の行政団体については、会費の納入は基本
的に求めないものとしています。

地域包括ケアシステムは、保険者である二戸地区広域行政事務組合や市町村が、地域
の自主性や主体性に基づき、地域の特性に応じて作り上げていくことが必要とされてい
ます。 5

特定非営利活動法人（NPO法人＝NonｰProfit Organization）は、特定非営利法人促
進法に基づき、特定された公益的（社会貢献）活動を非営利に推進していく法人です。

NPO 法人の社員は、法人の構成員として、総会に出席して NPO法人の運営に参加
していただく会員のことです。

NPO 法人では、一緒に活動を推進していく構成員が１０人以上いなければならず、
活動の趣旨に賛同して一緒に活動しようとする者が１０人も集まらない活動は、公益的
な活動とは言えないと考えられているためです。

NPO 法人の社員は、一般的には「正会員」と呼ばれており、ここでいう社員とは、
「この法人の目的に賛同して入会した個人及び団体」 であり、NPO 法人の設立趣旨、
活動内容に賛同し、入会金や会費の定めによりその負担を承諾してくださる個人・団体
が 社員（正会員）となります。令和８年６月現在、７４事業所が正会員です。

特定非営利活動法人（NPO）法人とは

特定非営利活動法人（NPO）カシオペア医療介護支援センターでは



市町村では、 厚生労働省から３年ごとの介護保険事業計画の
策定・実施を通じて、地域の自主性や主体性に基づき、地域の特
性に応じた地域包括ケアシステムを構築していくことの必要性を
示されており、二戸地区においてもその取り組みを進めています。
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地域包括ケアシステムに関連する主な法律

１ 介護保険法：この法律は、加齢に伴って生じる心身の変化に起因する疾病等により要
介護状態となり、入浴、排せつ、食事等の介護、機能訓練並びに看護及び療養上の管理そ
の他の医療を要する者等について、これらの者が尊厳を保持し、その有する能力に応じ自
立した日常生活を営むことができるよう、必要な保健医療サービス及び福祉サービスに係
る給付を行うため、国民の共連帯の理念に基づき介護保険制度を設け、その行う保険給付
等に関して必要な事項を定め、もって国民の保健医療の向上及び福祉の増進を図ることを
目的としています。

２ 社会福祉法：この法律は、社会福祉を目的とする事業の全分野における共通的基本事
項を定め、社会福祉を目的とする他の法律と相まつて、福祉サービスの利用者の利益の保
護及び地域における社会福祉の推進を図ることを目的としています。

３ 地域包括ケアシステムの強化のための介護保険法等の一部を改正する法律：この法律
は、高齢者の自立支援と要介護状態の重度化防止、地域共生社会の実現を図るとともに、
制度の持続可能性を確保することを目的として取りまとめられ、主に介護保険法、医療法、
社会福祉法、障害者総合福祉支援法、児童福祉法などの31本の法律の関連部分を一括して
改正するいわゆる束ね法である。

４ 認知症基本法：この法律は、認知症の人が尊厳と希望を持って暮らすことができるよ
うに、認知症に関する施策を総合的かつ計画的に推進することを目的としています。

 これらの法律は、地域包括ケアシステムの実現に向けた基盤を提供し、高齢者が住み慣
れた地域で自立した生活を続けることを支援することを目的としています。
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地域包括ケアシステムの姿（二戸地区のシステムの深化・推進）
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「カシオペアＮＥＴ」が取り組む地域包括ケアシステム

安心して医療・介護を受けられる地域と住民・家族と想いを共有し希望
に満ちた人生を支援する地域の創造へ

カシオペア地域の住民が円滑な医療・介護・福祉行政を享受できるシス
テムを創造することを目的に、「カシオペアＮＥＴ (正式名称：カシオペ
ア地域包括ケア・ネットワークシステム)」を段階的に発展構築し積極的
に活用していきます。
これまでの取り組みにより構築してきた連携基盤、ICTを活用した情報

共有体制により、在宅医療・介護連携の更なる推進と地域包括ケアシステ
ムの深化に向けた取り組みを行います。
「地域包括ケア支援アプリ」や「介護認定審査支援アプリ」、「グルー
プ・スレッド」等を活用して、情報共有、地域連携の仕組みの高度化を図
ります。
次に示す３段階に事業展開していくこととし、それぞれの段階の中で住

民への啓発や「カシオペアＮＥＴ」を主に使用する従事者へのユーザー登
録拡大や趣旨・操作説明等の啓発活動、会員登録拡大についても力を入れ
ていきます。 医療・介護・福祉行政の大きな連携とＮＰＯ法人はもとよ
り地域全体で住民の健康を守る意識を高めることを主題としています。



第１段階 First phase（ファースト フェーズ）

２０２２年度から 在宅医療・看護による在宅療養の推進と在宅介護連携に向け

た情報の共有 ・ 患者と在宅療養希望を共有し医師による在宅療養の指示発信

・ 患者及び家族と在宅医療従事者との療養情報共有の必要性について説明と承諾取得

・ 入所条件などの施設窓口情報の充実

・ 訪問看護師及びケアマネージャーによる在宅患者の状態と生活環境の確認とデータ化

・ 訪問看護師による在宅患者の容態・治療経過や意識変化についての記録

・ 医師との容態経過の共有と治療指示の発信

・ 情報共有シートを活用した患者・利用者情報の共有

・ 患者の治療経過を在宅医療従事者（医師・歯科医師・薬剤師・看護師・ケアマネー

ジャー） によるカンファレンスによる情報共有と治療方針の確認（zoom活用による時間

負担軽減）

・ 包括支援センターが在宅介護移行にかかり必要な患者情報の取得

・ 利用者からの介護認定申請を市町村行政から二戸広域行政事務組合にデータを送信

し、介護認定審査状況や主治医意見書等を担当機関で閲覧できる

10
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第２段階 Second phase（セカンド フェーズ）
在宅介護における利用者情報の共有と本人・家族が希望する円滑な施設

入所を推進する包括システムの構築

・ 利用者・家族の希望する在宅介護の聞き取りと共有

・ 歯科・口腔ケア情報の取得・入力

・ 調剤薬局の在宅情報の取得・入力

・ 利用者の情報共有で包括支援センター及びケアマネージャーによる介護度に応じたケア

プランの支援

・ 希望介護施設の確認と施設入所までのプロセス管理

・ 医療から介護に移行した利用者の容態及びケア状態の記録

・ 介護従事者及び医療従事者とのカンファレンスによる介護状態の共有（「カシオペアＮＥＴ」

とzoom連動活用による時間負担軽減）

・ 在宅看取りにかかる医師と介護従事者の共有

・ 包括支援センター等行政による患者動向のデータ取得による地域在宅療養の実態把握
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第３段階 Third phase（サードフェーズ）
住民・患者情報の本人利用、住民個人の希望を従事者全体で共有できる

アプリ開発で地域全体で共有する包括システムへ

・ 「カシオペアＮＥＴ」を活用した利用者・家族も参加するカンファレンスの実施

・ 住民が自身の状態を閲覧することができ、さらに状態を入力できる「健康手帳」（仮称）

機能を作成して活用する

・ 住民が事前確認書（ＡＣＰ）作成することができる

・ 終末期患者・家族からの状態発信を訪問看護及び救急行政が情報共有できることによる

患者支援（看取り支援も含む）

・ 住民情報を本人・家族・医療・介護・行政が共有することで日常からの容態・意識変化に

呼応した地域全体の支援の確立
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「カシオペアNET」のスレッドの積極的活用について

「カシオペアＮＥＴ」による連絡やイベントの開催案内、スレッドの活用した連携や情報の
共有、アプリの活用等を積極的に進めて行くためには、会員登録を行ない、そのうえでユー
ザー登録を行うことになりますが、まずは実際に使える状況とすることが必要です。
そのために、理事会で検討したうえで、会員登録をしていない事業所等であっても担当者

レベル等においてユーザー登録を行なってもらい「カシオペアＮＥＴ」へ参加することがで
きるようにしています。
各市町村においては、それぞれが地域包括ケアシステムを円滑に推進するために、地域包

括ケア調整会議等を開催していることと思います。その会議等での連絡調整や情報の共有、
データ等の提供等に「カシオペアＮＥＴ」の活用を積極的に活用してください。
地域包括ケア調整会議等には、いろいろな事業所や職種のかたがたが参加していることか

ら、まだユーザー登録をされていない方々についても登録を進めていただき、各市町村ごと
に「グループ」登録を行なって、そこに必要な「スレッド」を設定して活用することで、連
絡調整や情報の迅速化、共有化が進んでいきます。
「グループＬＩＮＥ」のように「スレッド」を活用することができ、連絡調整だけではなく、
大きな容量のデータの共有も可能となりますので、迅速で効率的な運用が可能となります。
各市町村においても、それぞれ活用したい場合は、具体的な検討をして積極的な活用に取

り組んでください。
各市町村の地域包括ケアシステムでの運用が進み、二戸地区全体でのシステムの運用につ

ながっていけば、新しい事業展開が活性化していくものと確信していますので、よろしくお
願いいたします。
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岩手県保健医療計画（2024-2029）の「在宅医療において積極的役割を担う

医療機関」に岩手県立二戸病院が、「在宅医療に必要な連携を担う拠点」に
当カシオペア医療介護支援センターが位置付けられました。

【2024年3月岩手保健医療計画策定】

在宅医療連携拠点：カシオペア医療介護支援センター
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NPO法人 カシオペア
医療介護支援センター

岩手県立二戸病院
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在宅医療連携拠点：カシオペア医療介護支援センターの具体的な取り組み実績
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在宅医療連携拠点：カシオペア医療介護支援センターの具体的な取り組み実績
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※ 在宅医療・介護連携推進事業への該当の有無については、厚生労働省
が示す事業内容を参考に、医療・介護関係者間の連携体制の構築、情報共
有体制の整備、相談支援、研修及び住民への普及啓発等に直接資する取
組を中心に整理しています。

在宅医療連携拠点：カシオペア医療介護支援センターの具体的な取り組み予定
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令和８年度通常総会 理事長挨拶 （菅原副理事長代読） 令和８年６月２２日

皆さま、本日はお忙しい中、特定非営利活動法人「カシオペア医療介護支援センター」の令和８年度通常総会にご出席いた
だきまして、誠にありがとうございます。日頃より、当ＮＰＯ法人の事業推進にご理解とご協力をいただいており、厚く御礼を申し
上げます。

地域のみなさまが、住み慣れた地域で自分らしい暮らしを続けていくことができるように、住まい・医療・介護・予防・生活支援
が一体的に提供される仕組み、いわゆる「地域包括ケアシステム」に取り組んでいます。 当ＮＰＯ法人の活動として、在宅医療
介護関係者などの皆様と一緒になり、情報共有、フォーラム、研修等を行い、ＩＣＴシステムを活用した医療、介護、福祉の連携
を図る活動を推進しており、岩手県保健医療計画（2024年から2029年）には「在宅医療に必要な連携を担う拠点」として、位置
付けられております。

2010年から医療機関と介護施設等との垣根のない医療・介護サービスの提供を目指した取り組みを行ってきた「カシオペア
医療福祉連携研究会」ひめほたるネットの活動を引き継ぎ、当ＮＰＯ法人は、2022年（令和４年）２月に設立し、その活動を続け
てまいりました。 ＩＣＴ（情報通信技術）システム「カシオペアＮＥＴ（カシオペア地域包括ケア・ネットワークシステム）」を活用した
医療、介護、福祉の連携を包括的に行うこととして、事業展開を行ってきています。 この活動に賛同していただき、現在７４の
事業所等が正会員となっていただいており、誠にありがとうございます。当ＮＰＯ法人のＩＣＴシステム「カシオペアＮＥＴ」は、サイ
ボウズ株式会社のアプリソフト「kintone」を使用しており、ＮＰＯの取り組みに対する「チーム応援ライセンス」の対象に採択され、
年間９００ユーザーの登録に対して年間１万円程度と極めて廉価に運用をしております。 このアプリで訪問診療、訪問看護で
対応していたアプリを、地域包括ケアシステムのなかでの医療・介護・福祉の連携に対応できるものへ、再構築していくこととし
て取り組んできました。

医療・介護・福祉資源情報を基盤とし、在宅医療。介護連携の更なる推進と、ＩＣＴを活用したおしらせ、スレッド等情報共有体
制の充実に取り組み、地域内の多職種で構成する「カシオペアＮＥＴ検討委員会」、「包括支援部会」、「二戸市包括」などを継続
的に開催し検討協議を重ね、このたび、「地域包括ケア支援アプリ」と「介護認定審査支援アプリ」として構築することができまし
た。 現在、７月には活用できるよう調整を進めているところです。 いよいよ本格稼働を行うところまできましたのは、関係各位
の大変なご支援とご協力があったからだと思っており、御礼を申し上げます。 このアプリは、住民の皆様が地域で安心できる
生活を実現するために、医療・介護・福祉の関係者が情報を共有し、住民・利用者の皆様が安心したサービスを受けていただく
ためのものです。これにより、迅速で質の高い支援につながるものと確信しておりますので、連携をとりながら積極的な活用を
お願いいたします。

本日の通常総会においては、第１号から第４号までの４議案をご提案しておりますので、慎重審議のほどよろしくお願いいた
します。



20二戸医師会様、二戸歯科医師会様、二戸薬剤師会様からも
正会員に加入され、ご寄付もいただいています。

（令和８年７月現在）

正 会 員 数
二戸市 ５０
一戸町 １７
軽米町 ６
九戸村 ２
合 計 ７５



令和８年度事業計画

カシオペアＮＥＴの運用について

NPO法人カシオペア医療介護支援センター

令和８年度通常総会説明資料：令和８年６月２２日
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NPO法人カシオペア医療介護支援センターの事業の目的

定款
第２章 目的及び事業
(目的)
第３条 この法人は、カシオペア地域の住民が安心できる
生活を実現するために、地域包括ケアシステムによる在宅医
療介護連携推進に取り組むとともに、ICTシステムを活用し
た医療、介護、福祉の連携を図る活動を包括的に行うこと
を目的とする。
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NPO法人カシオペア医療介護支援センターの事業

地域住民
（利用者・患者）

医療・介護・福祉の関係者が情報を共有し、住民・利用者が安心したサービスを受け
られる地域包括ケア支援システムを構築する

カシオペアＮＥＴ（Kintone）システムでつなぎ、連携をスムーズにします
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Kintoneの利便性（基本仕様）

・地域内及び各機関・事業所のイベントや

連絡をシステムで共有（ＦＡＸ不要）

・メールのように意見交流できる

多人数でも同時に共有できる

電話やＦＡＸに頼らず、効率よく連携できます
24



Kintoneの利便性（カシオペアＮＥＴの仕様）

利用者（患者）にとって
・情報を容易に共有でき安心してサービスを受けられる

医療・介護・福祉行政職にとって
・利用者（患者）の支援履歴をいつでもどこでもパソコン（タブレット、スマートフォン等）で共有できる
・施設窓口情報により、各機関・事業所の連携担当者、施設情報が一目瞭然、マップで施設位置も確認可能
・在宅診療（施設入所）患者の状態変化をリアルタイムに共有できる

（現在も訪問診療・訪問看護時に入力することで担当医師、訪問看護師等で共有しスピーディな支援につな
がる）

・転院・転所時も、スムーズに情報引継ぎでき履歴・真正性を確保できる
・医療機関、介護施設で作成した文書をシステム内で共有できる
・利用者（患者）の状態情報で多職種カンファレンスを簡易に行える

（診療報酬及び介護報酬加算につながる）

・福祉行政内では介護申請及び介護審査における主治医意見書等の申請文書をシステム内で共有すること
でより簡便な審査業務を行える

迅速で質の高い支援につなげる
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カシオペアＮＥＴの仕様（情報セキュリティの確保）

安心して利用するために

・厚生労働省通達によるガイドラインに準拠
・利用者（患者）から個人情報取扱い同意書を取得
・個人情報保護として利用者（患者）の情報を職種ごと・
担当者ごとに閲覧・入力を制限
・二段階ログインで利用するユーザーのなりすましを防止
（厚生労働省推奨）

個人情報をしっかり守る仕組み
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カシオペアＮＥＴを活用しましょう!

運用開始 「地域包括ケア支援アプリ」及び「介護認定審査支援アプリ」を

２０２６年８月４日から運用開始します

現在、最終的な仕様改善を行っています
仕様改善完了しデータを移行して、運用開始します
訪問診療、訪問看護の利用者（患者）から順次入力開始予定です
カシオペアＮＥＴの伝言板、スレッド等により運用開始等を通知します
説明会を開催していきます。

みなさまのご協力とご支援をお願いいたします
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カシオペアＮＥＴ
（カシオペア地域包括ケア・ネットワークシステム）

第１段階（ファーストフェーズ）の構築内容

28

株式会社 ジェネシス

特定非営利活動法人
カシオペア医療介護支援センター



「カシオペアＮＥＴ」とは

「カシオペアＮＥＴ」は、カシオペア地域包括ケア・ネットワークシステムの通称です

 

サイボーズ㈱のkintoneを使用し、ＮＰＯカシオペア医療介護支援センター（カシオペア
ＮＥＴ検討委員会、包括支援部会等）と株式会社ジェネシスが一緒になりながら検討を行
いながら開発をしています

kintoneの特性を生かし、カシオペア地域の「地域包括ケアシステム」を「地域包括ケア
支援アプリ」及び「介護認定審査支援アプリ」をＩＣＴで支援して、医療・介護・福祉行政に
おける情報共有を迅速化します

紙ベースでの情報をシステム（ＩＣＴ）でやりとりすることで情報の一元管理と情報履歴の確
保を実現します

多職種での情報共有による作業の効率化で、地域住民への医療・介護・福祉行政のサー
ビスを向上します
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作業の省力化と情報履歴の確保

FAX・メー
ルで送付

情報を送る側

毎回、送信担当者に依頼してFAX・メールで受取り

・情報受取りまで
時間がかかる
・FAXとメールを
毎回送付するの
が煩雑

悩み

情報の受け側

連絡する

パソコン・タブレット等

依頼する

システム確認で完
結
データ履歴も残る

送信する

これまでの情報共有 これからの情報共有

システム化でデータの一元管理と履歴管理が可能

情報の受け側 情報を送る側
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「カシオペアＮＥＴ」構築にあたり
地域内医療・介護・福祉行政職員で構成した

「包括支援部会」「カシオペアＮＥＴ検討委員会」で協働して構築

地域内の多職種が情報共
有することで、より利便性の
あるシステムとすること

1
「カシオペアＮＥＴ」は、医療
情報ガイドラインに基づくセ
キュリティー対策で利用者
（地域住民）の個人情報を
安全に管理する

2
利用者情報について権限を
設定することで、担当する
医療、介護福祉行政担当
者以外は閲覧・入力を制限
され、データの安全性とプラ
イバシーを守る

3
支援終了（死亡）などの利
用者の情報はデータは保
持するが通常は表示はされ
ず閲覧や編集はできない

4
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「カシオペア ＮＥＴ」

を効率的に使用す
る
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ポータル

• kintoneのトップページであり、

kintoneの入り口となる部分

• アプリやスペースの一覧から、

目的のアプリ／スペースへ移動できる

• お知らせ掲示板でメンバーに共有したい
情報を掲載し、ダッシュボードとして活用
できる

• 通知を確認できる
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スペース
スレッド

• 職種や地域でのコミュニケー
ションをとることができる「部屋」

• 職種ごとや地域ごとにスペース
の作成が可能

• スペースを作成するとスレッド
が利用可能になる

• スレッドではスペースメンバー
間での交流が可能
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アプリ

• カシオペアNET内での情報共有
を行う

• 各職種の方たちが情報共有を
行うために入力することが可能

• 情報共有の迅速化を行い、より
よい介護、福祉サービスの提供
が可能

• 書類での保管だけでなく、デー
タでの保管も可能
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システムの
構築計画

ＩＣＴ（kintone）を活用した「地域
包括ケアシステム」を段階的
に構築する

第２段階（セカンドフェーズ）
・歯科、薬剤の在宅連携の支援
・介護施設での利用者状態共有

第３段階（サードフェーズ）
・救急時の利用者情報の共有
・利用者本人が支援内容の閲覧

を可能にする

第１段階（ファーストフェーズ）
・在宅医療・看護の連携支援
・情報共有シートの共有
・包括支援センターの業務支援
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利用者登録

担当者
※各アプリは適切な権限を

保有している方のみ
閲覧と入力を可能とする

施設状況

合同
カンファレンス

文書
管理

包括介護支援
（利用者基本情報
包括介護審査支援）

訪問診療患者
ファイル

情報共有
シート

利用者統合情報

状態
報告

※利用者登録を行い、各アプリの
情報を入力する事で、
利用者統合情報に集約されていく

ファーストフェーズのシステム構成
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38

二戸市、一戸町、軽米町、九戸村の４市町村、それぞれの地域包括支援センター、二戸地
区広域行政事務組合と一緒になって、それぞれの地域包括ケアシステムをしっかりと構築し
運営していくことが、極めて重要なことです。
地域包括ケアシステムの市町村への義務付けは、介護保険法に基づいており、市町村は、3

年ごとの介護保険事業計画の策定・実施を通じて、地域の自主性や主体性に基づき、地域の
特性に応じた地域包括ケアシステムを構築していくことが求められています。
当NPO法人である特定非営利活動法人カシオペア医療介護支援センターでは、各市町村の

自主性や主体性に基づく地域包括支援システムを把握したうえで、それらと協調し、情報共
有をしながら、円滑な運営に繋げるとともに、さまざまな問題や課題を解決していく手助け
をしております。
円滑で的確な情報共有のために、情報通信技術（ICT）の活用で医療・介護・行政の連携を

図りカシオペア地区としての地域包括ケアシステムの構築しその活用を進めています。
さらには、カシオペア地区の「在宅医療に必要な連携を担う拠点」としての活動にも繋げ

ています。
これらのことは、当NPOが単独で動くものではなく、関係機関とともに一緒になった体制

により、地域住民のために対応していくものです。
より良い形で行政、地域包括支援センター、医療、介護・福祉の連携を図っていくもので

すので、これからもご理解とご協力、ご支援をよろしくお願いいたします。

カシオペア医療介護支援センターの活動の方向性について 総 括

重点的な取り組み

〇カシオペアＮＥＴ検討委員会や専門部会等による検討とアプリの発展構築と活用

〇「カシオペアＮＥＴ」を、福祉行政、医療及び介護を結ぶ地域全体の包括ケアに対応させ活用

〇法人の目的に賛同する福祉、介護、行政団体及び事業所のＮＰＯ法人への入会、登録
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